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ー
シ
で
実
施
さ
れ
た
営
農
技
術
と
そ
の
経

済
効
果
に
つ
い
て
各
種
論
文
（
２
０
０
３

年
時
点
）を
抜
粋
し
な
が
ら
紹
介
し
た
い
。

と
く
に
穀
物
や
飼
料
作
物
、
豆
の
代
わ
り

に
栽
培
が
伸
び
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
取
り
上

げ
る
。

第
一
に
、
汚
染
さ
れ
た
農
地
も
通
常
の

農
地
も
農
業
の
基
本
は
同
じ
で
あ
る
。

「
土
壌
肥
沃
度
の
向
上
、
そ
し
て
維
持
が

極
め
て
重
要
だ
。
肥
沃
度
が
土
壌
特
性
を

左
右
す
る
か
ら
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
低

収
量
を
引
き
起
こ
す
ポ
ド
ゾ
ル
ビ
ソ
ル

（
粘
土
が
集
積
し
た
層
に
漂
白
層
が
侵
入

し
た
土
壌
。
別
称
ア
ル
ベ
ル
ビ
ソ
ル
）
や

湿
土
を
形
成
し
て
し
ま
う
。
酸
性
土
壌
へ

の
石
灰
散
布
や
堆
肥
投
入
と
同
時
に
、
均

衡
し
た
肥
料
量
を
施
肥
す
る
方
法
が
土
壌

か
ら
植
物
へ
の
放
射
性
核
種
移
行
を
抑
制

し
、
農
作
物
の
収
量
、
収
益
を
上
げ
る
の

に
最
も
普
及
し
て
い
る
適
切
か
つ
有
効
な

対
策
で
あ
る
」

以
下
の
対
策
が
効
果
を
発
揮
し
た

（
註
：
日
本
の
土
壌
と
性
質
が
違
う
た
め

直
接
適
用
は
で
き
な
い
）。

「
石
灰
散
布
に
よ
り
、
ポ
ド
ゾ
ル
ビ
ソ
ル

土
壌
の
水
素
イ
オ
ン
濃
度
（
pH
）
は
５
・

０
か
ら
６
・
５
～
７
・
０
（
K
C
I
溶
液
）

に
変
化
し
、
多
年
生
牧
草
中
の
セ
シ
ウ
ム

１
３
７
蓄
積
は
半
減
し
た
。
し
か
し
、
ソ

ド
ゥ
・
ポ
ド
ゥ
ゾ
ル
（
湿
潤
寒
冷
気
候
帯

の
北
方
針
葉
樹
林
下
に
典
型
的
に
発
達
す

る
土
壌
）壌
質
砂
土
を
用
い
た
栽
培
で
は
、

最
高
収
量
を
記
録
し
た
時
の
pH
値
は
、
大

麦
６
・
７
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
５
・
９
、
ル
ー

ピ
ン
４
・
９
と
作
物
に
よ
り
異
な
っ
た
。

対
策
法
を
選
択
す
る
上
で
大
事
な
こ
と

は
、
収
穫
し
た
増
収
分
の
価
値
を
考
慮
す

る
こ
と
だ
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
に
お
い
て

放
射
性
物
質
の
吸
収
低
減
の
面
か
ら
も
、

経
済
的
な
面
か
ら
も
正
当
で
最
適
な
石
灰

散
布
の
処
置
例
を
表
１
に
示
し
た
。」

具
体
的
な
施
肥
法
と
そ
の
経
済
性
は
こ

う
だ
っ
た
。

「
６
ｔ
の
苦
灰
石
と
窒
素
70
・
リ
ン
60
・

11
月
上
旬
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
訪
問
し
た

福
島
県
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
調

査
団
は
国
立
放
射
線
学
研
究
所
を
訪
れ
、

農
業
の
現
状
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

日
本
の
除
染
対
策
に
対
し
、
同
所
長
は

「
農
地
の
表
土
を
削
っ
て
除
染
す
る
と
、

土
地
の
肥
沃
度
が
下
が
っ
て
し
ま
い
農
地

と
し
て
使
え
な
く
な
る
」（
11
月
3
日
付

産
経
新
聞
）
と
述
べ
、
国
の
提
示
す
る
除

染
方
法
に
懐
疑
的
な
意
見
を
述
べ
た
。
そ

の
う
え
で
、「
農
地
を
死
な
せ
ず
、
内
部

被
ば
く
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
」
だ
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
と
い
う
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
よ
っ
て
、
２
２

０
万
人
の
住
む
国
土
の
23
％
が
汚
染
さ
れ

た
。
し
か
し
、
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
が
㎡
当

た
り
14
万
８
０
０
０
Bq
以
下
の
農
地
で

は
、
農
業
生
産
が
継
続
さ
れ
て
き
た
。
で

は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
ど
う
や
っ
て
農
地

を
活
か
し
な
が
ら
、
汚
染
地
域
の
復
興
を

や
り
と
げ
て
い
っ
た
の
か
。

先
月
号
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
続
き
、
今
月

は
高
濃
度
汚
染
さ
れ
た
農
地
で
の
ベ
ラ
ル

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
後
に
「
経
営
改
善
し
た
！
」

高
濃
度
汚
染
地
帯
ベ
ラ
ル
ー
シ
農
家
の
営
農
技
術

第5回

本
誌
副
編
集
長
・
浅
川
芳
裕

※参考文献：REMEDIATION STRATEGY AND PRACTICE ON AGRICULTURAL LAND CONTAMINATED WITH
137Cs AND 90Sr IN BELARUS, Eurosafe. Paris, 2003. 25&26 November 2003.Environment and Radiation protection.

決
め
手
は
石
灰
散
布

対照処置（pH値4.9）
苦灰石 6t（5.9pH）
苦灰石 18t（6.7pH）
窒素70 リン60 カリウム160（4.9pH）
窒素70 リン60 カリウム160（5.9pH）
窒素70 リン60 カリウム160（6.7pH）
LSD法

16.2
17.6
15.4
24.3
26.4
23.1
1.4

ー
67
-95
403
509
298

1.0
1.6
1.7
1.8
2.1
2.3

1.0

ー
1.2
1.5
1.7

■表1　ジャガイモの収量と放射性核種蓄積に及ぼす肥料施肥と石灰散布の影響

ジャガイモ収量
（t/ha）処置 純収益

（ユーロ/ha）
セシウム137

濃度（低減係数）
ストロンチウム90
濃度（低減係数）

セシウム137濃度は土壌１㎡当たり37万Bq、ストロンチウム90濃度は3万7000Bq、対照処置を受けたジャガイ
モ塊茎中のセシウム137の放射能は１kg当たり10.2Bq、ストロンチウム90の放射能は11Bq。



54農業経営者 2011 年　12 月号

カ
リ
ウ
ム
１
６
０
肥
料
を
組
み
合
わ
せ
た

施
肥
に
よ
っ
て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
量
は
ha

当
た
り
26
・
４
ｔ
に
増
え
、
セ
シ
ウ
ム
１

３
７
は
２
・
１
分
の
１
に
減
っ
た
。
こ
の

処
置
に
よ
る
純
利
益
は
ha
当
た
り
５
０
９

ユ
ー
ロ
（
約
６
万
７
０
０
０
円
・
２
０
０

３
年
現
在
）
で
あ
っ
た
。
石
灰
散
布
と
高

濃
度
の
苦
灰
石
（
ha
当
た
り
18
ｔ
）
を
組

み
合
わ
せ
た
処
置
で
は
、
土
壌
は
中
性
反

応
（
pH
値
６
・
７
）
を
示
し
た
が
、
収
量

と
純
利
益
は
大
幅
に
減
少
し
た
。し
か
し
、

肥
沃
な
土
壌
環
境
で
栽
培
さ
れ
た
場
合
は

高
い
収
益
性（
ha
当
た
り
２
９
８
ユ
ー
ロ
）

を
維
持
し
た
。
ha
当
た
り
18
ｔ
の
苦
灰
石

を
不
毛
な
土
壌
へ
投
入
す
る
と
、
ha
当
た

り
95
ユ
ー
ロ
の
経
済
的
損
失
と
な
り
、
明

ら
か
に
過
当
で
あ
っ
た
。
同
様
に
ha
当
た

り
18
ｔ
の
苦
灰
石
を
今
度
は
肥
沃
な
土
壌

に
用
い
る
と
、
対
照
処
置
と
比
較
し
て
収

益
性
は
高
く
、
放
射
性
核
種
は
低
減
し
、

セ
シ
ウ
ム
１
３
７
の
低
減
係
数
は
２
・
３
、

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
90
は
1
・
7
で
あ
っ
た
」

次
に
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
し
述
べ
て
き

た
基
本
を
押
さ
え
て
お
こ
う
。

「
セ
シ
ウ
ム
の
化
学
的
性
質
に
類
似
し
て

い
る
と
さ
れ
る
カ
リ
ウ
ム
は
、
土
壌
か
ら

植
物
へ
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
移
行
を
効
果

的
に
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。し
か
し
、

そ
の
抑
制
効
果
は
土
壌
中
の
カ
リ
ウ
ム
含

量
に
大
き
く
左
右
さ
れ
、
カ
リ
ウ
ム
施
肥

の
効
果
に
影
響
す
る
。
セ
シ
ウ
ム
１
３
７

の
吸
収
遺
伝
子
は
作
物
に
よ
り
異
な
り
、

そ
の
相
違
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
も
ま
た
土
壌
中
の
交
換
性
カ
リ
ウ
ム

含
量
に
左
右
さ
れ
る
」

こ
の
実
証
実
験
の
結
果
を
述
べ
る
。

「
実
験
は
、
カ
リ
ウ
ム
含
量
が
異
な
る
複

数
の
土
壌
で
行
な
わ
れ
た
。
窒
素
、
リ
ン

と
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
た
カ
リ
ウ
ム
が
量
を

変
え
て
そ
れ
ら
の
土
壌
に
投
入
さ
れ
た
。

ポ
ド
ゾ
ル
ビ
ソ
ル
壌
質
砂
土
中
の
交
換
性

酸
化
カ
リ
ウ
ム
量
を
㎏
当
た
り
１
５
０
か

ら
２
５
０
㎎
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
、
作
物

収
量
は
大
幅
に
増
え
、
土
壌
か
ら
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
塊
茎
や
穀
類
へ
の
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
１
３
７
の
移
行
は
１
・
８
～
２
・
０
分

の
１
低
減
し
た
。
ha
当
た
り
１
６
０
～
２

４
０
㎏
の
酸
化
カ
リ
ウ
ム
を
含
む
高
カ
リ

ウ
ム
肥
料
は
、
カ
リ
ウ
ム
含
有
の
少
な
い

壌
質
砂
土
で
の
栽
培
に
効
果
的
で
あ
る
。

カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
な
土
壌
（
酸
化
カ
リ
ウ

ム
が
㎏
当
た
り
２
５
０
㎎
以
上
）
に
は
適

量
の
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
肥
料
を
施
肥
し
た
だ

け
で
効
果
が
現
れ
る
」

輪
作
体
系
で
は
何
が
重
要
か
。

「
輪
作
に
マ
メ
科
植
物
を
加
え
る
こ
と

は
、
タ
ン
パ
ク
質
収
量
の
増
加
と
土
壌
肥

沃
度
の
向
上
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
後
、
マ
メ
科
作

物
は
し
ば
ら
く
の
間
、
除
外
さ
れ
た
高
濃

度
汚
染
地
域
で
は
特
に
有
益
だ
。
土
壌
肥

沃
度
と
カ
リ
ウ
ム
肥
料
量
に
応
じ
、
放
射

性
核
種
が
マ
メ
科
植
物
へ
移
行
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ
ー
を
明
確
に
す
る
研
究
が
行
な
わ

れ
て
き
た
。
エ
ン
ド
ウ
と
ク
ロ
ー
バ
ー
を

用
い
た
実
験
が
ゴ
メ
ル
地
域
の
試
験
農
場

の
ポ
ド
ゾ
ル
ビ
ソ
ル
壌
質
砂
土
で
行
な
わ

れ
た
。酸
性
度
の
異
な
る
土
壌
を
使
用
し
、

カ
リ
ウ
ム
肥
料
量
は
ha
あ
た
り
60
、
１
２

０
、
１
８
０
㎏
の
３
段
階
に
し
た
。
土
壌

の
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
濃
度
は
㎡
当
た
り
40

万
７
０
０
０
～
50
万
３
０
０
０
Bq
、
ス
ト

ロ
ン
チ
ウ
ム
90
濃
度
は
４
万
１
０
０
０
～

４
万
４
０
０
０
Bq
で
あ
っ
た
。
最
適
な
カ

リ
ウ
ム
量
（
エ
ン
ド
ウ
に
は
リ
ン
60
・
カ

リ
ウ
ム
１
２
０
、
ク
ロ
ー
バ
ー
に
は
リ
ン

60
・カ
リ
ウ
ム
１
８
０
）
を
投
入
す
る
と
、

エ
ン
ド
ウ
は
30
％
、
ク
ロ
ー
バ
ー
は
78
％

の
収
量
増
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
作
物
中
の
放
射
性
核
種
濃
度
は
１
・

８
～
２
・
２
分
の
１
低
減
し
た
。
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
品
質
は
純
収
益
（
ha
当
た
り

30
～
50
ユ
ー
ロ
）
を
生
み
、
放
射
能
汚
染

さ
れ
た
土
壌
で
の
マ
メ
植
物
栽
培
の
拡
大

の
可
能
性
に
つ
な
が
っ
た
」

ベ
ラ
ル
ー
シ
で
原
発
事
故
後
、
個
人
農

場
で
も
っ
と
も
作
付
が
伸
び
た
の
が
ジ
ャ

ガ
イ
モ
だ
。
そ
の
背
景
と
要
因
は
何
か
。

「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
牛
乳
は
人
の
食
生
活
の

基
本
と
な
る
製
品
で
あ
る
。
特
に
地
方
で

は
こ
の
傾
向
が
強
い
。
最
近
の
研
究
に
よ

り
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
汚
染
地
で
栽
培
さ
れ

た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
塊
茎
中
の
セ
シ
ウ
ム
１
３

７
は
暫
定
規
制
値
を
超
え
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
し
か
し
、
一
人
当
た
り
の
年
間

ジ
ャ
ガ
イ
モ
消
費
量
は
２
４
０
～
３
０
０

㎏
に
も
な
り
、
家
計
の
か
な
り
の
部
分
を

占
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に

含
ま
れ
る
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
を
減
ら
し
、

収
量
を
上
げ
る
こ
と
は
、
汚
染
地
域
の
地

方
に
暮
ら
す
住
民
の
生
活
の
質
向
上
に
つ

な
が
る
」

も
と
も
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

消
費
量
は
世
界
一
で
あ
り
、主
食
で
あ
る
。

「
個
人
の
栽
培
区
画
に
保
護
対
策
を
講
じ

る
こ
と
は
、
知
識
不
足
と
財
政
難
の
た
め

に
制
限
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
地
方
の
住

民
が
自
己
修
復
や
自
己
啓
発
プ
ロ
セ
ス
に

参
加
す
る
こ
と
が
、
放
射
能
汚
染
地
域
の

生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
方
法
に
な
り
得

る
」自

給
的
な
農
家
に
と
っ
て
は
自
家
消
費

の
内
部
被
曝
を
抑
え
な
が
ら
、
同
時
に
増

収
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
経
済
的

な
自
立
を
促
す
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
こ
で

以
下
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
た
。

「
00
～
02
年
に
か
け
て
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の

ブ
レ
ス
ト
州
ス
ト
ー
リ
ン
地
区
の
４
村
落

で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進

め
ら
れ
た
。
03
年
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
モ
ギ
リ
ョ
フ
州
の
ス
ラ
ヴ
ゴ
ロ
ド
市
の

２
地
区
に
拡
張
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
６
集
落

の
農
民
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
中
の
放
射
性
核

輪
作
に
は
マ
メ
科
植
物

農
家
の
内
部
被
曝
を
抑
え
経
済
的

自
立
を
促
す
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
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種
を
減
ら
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
量
を
上
げ

る
た
め
に
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
参
加
し

た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
塊
茎
の
セ
シ
ウ
ム
１
３

７
濃
度
は
kg
当
た
り
10
～
69�

Bq
と
幅
が
あ

っ
た
。
ha
当
た
り
40
～
80�

t
の
堆
肥
が
投

入
さ
れ
た
土
壌
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
栽
培
さ

れ
た
。
個
人
の
小
区
画
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収

量
は
ha
当
た
り
15
～
20
ｔ
ほ
ど
で
あ
っ

た
。参
加
者
は
従
来
の
技
術
と
合
わ
せ
て
、

新
た
に
開
発
さ
れ
た
栽
培
実
験
技
術
を
自

分
の
区
画
で
試
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

実
験
技
術
は
、
新
ジ
ャ
ガ
品
種
の
種
イ
モ

の
選
択
、
肥
料
散
布
、
植
物
保
護
の
分
野

に
及
ん
だ
。
こ
の
技
術
を
用
い
る
と
、
対

照
区
画
と
比
べ
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
量
は

１
・
６
倍
に
な
り
、
放
射
性
核
種
濃
度
は

20
～
30�

%
低
減
し
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
実

験
に
投
資
し
た
1
ユ
ー
ロ
は
、１・５
～
２・

０
ユ
ー
ロ
の
純
収
益
と
な
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
個
人
の
汚
染
農
場
で
栽
培
さ
れ
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
量
と
含
有
放
射
能
を
管

理
す
る
こ
と
は
、
地
域
住
民
の
被
ば
く
量

を
減
ら
し
、
家
族
生
活
に
も
良
い
影
響
を

与
え
た�

」

日
本
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
野
菜
）
に
対
す

る
暫
定
規
制
値
は
kg
当
た
り
現
状
５
０
０

Bq
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
に
す
で
に
10
～

69�

Bq
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

値
を
低
減
さ
せ
る
た
め
の
技
術
開
発
と
営

農
活
動
が
個
別
具
体
的
に
行
な
わ
れ
て
い

っ
た
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
以
外
で
は
、
非
食
用
の
工

芸
作
物
栽
培
も
行
な
わ
れ
た
。

「
工
芸
作
物
生
産
を
目
的
に
し
た
汚
染
地

の
利
用
は
、
科
学
的
に
も
実
用
的
に
も
興

味
深
い
。過
去
10
年
間
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
、

国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
菜

種
を
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
や
バ
イ
オ
潤
滑

剤
へ
加
工
す
る
ア
イ
デ
ア
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
試
み
が
あ
っ
た
。
環
境
に
対
す
る

安
全
性
は
高
い
が
、
鉱
油
由
来
の
製
品
と

の
価
格
競
争
に
は
勝
て
な
い
。
現
在
ベ
ラ

ル
ー
シ
市
場
で
は
、
食
用
油
が
競
争
力
を

発
揮
し
て
お
り
、
食
用
油
用
の
菜
種
加
工

は
長
期
的
に
も
農
村
経
済
を
活
性
す
る
可

能
性
が
あ
る
。95
～
01
年
に
I
A
E
A（
国

際
原
子
力
機
関
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
枠
組

み
の
中
で
、
こ
の
研
究
と
製
造
が
行
な
わ

れ
た
。
菜
種
の
藁
や
鞘
に
は
吸
収
し
た
セ

シ
ウ
ム
の
70
・
２
％
と
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

の
88・３
％
、
根
に
は
そ
れ
ぞ
れ
26・５
％
、

５
・
９
%
が
蓄
積
さ
れ
る
。
土
壌
植
物
な

ら
び
に
飼
料
か
ら
動
物
へ
、
そ
し
て
人
間

へ
の
食
物
連
鎖
に
入
り
込
む
可
能
性
が
あ

る
の
は
、
菜
種
油
に
含
ま
れ
る
セ
シ
ウ
ム

１
３
７
の
わ
ず
か
３
・
２
％
、
ス
ト
ロ
ン

チ
ウ
ム
90
の
５
・
８
％
の
み
だ
。
菜
種
の

栽
培
、
加
工
方
法
の
有
効
性
が
比
較
検
討

さ
れ
た
（
表
２
）」

そ
の
方
法
と
成
果
は
こ
う
だ
っ
た
。

「
研
究
さ
れ
た
化
学
肥
料
を
用
い
る
と
菜

種
中
の
放
射
性
核
種
濃
度
は
45
～
59
％
低

減
し
た
。
放
射
性
核
種
蓄
積
が
最
小
の
菜

種
品
種
の
選
択
に
よ
り
、
菜
種
の
放
射
性

核
種
の
吸
収
は
２
・
５
～
３
分
の
１
に
抑

制
で
き
、
油
製
品
加
工
技
術
を
用
い
る
と

２
５
０
～
６
０
０
分
の
１
に
低
減
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
㎡
当
た

り
55
万
５
０
０
０
Bq
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

濃
度
が
5
万
５
０
０
０
Bq
の
汚
染
の
強
い

壌
質
砂
土
で
栽
培
さ
れ
た
菜
種
で
さ
え
、

そ
の
精
製
油
サ
ン
プ
ル
中
の
測
定
値
は
検

出
限
界
を
下
回
っ
た
。
通
常
、
濃
厚
飼
料

に
用
い
る
菜
種
油
糟
の
添
加
物
は
平
均
10

％
で
あ
る
た
め
、
油
糟
中
の
セ
シ
ウ
ム
１

３
７
と
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
90
の
濃
度
は
許

容
限
度
内
に
あ
り
、
全
動
物
へ
制
限
な
し

に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
菜
種
栽
培
と

加
工
は
農
家
に
と
っ
て
も
加
工
業
界
に
と

っ
て
も
有
益
な
技
術
だ
。
農
家
は
菜
種
1

ｔ
当
た
り
30
ユ
ー
ロ
の
純
収
益
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
加
工
業
者
は
食
用
菜
種
油

1
ｔ
を
１
０
３
ユ
ー
ロ
で
販
売
で
き
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
中
、
汚
染
地
域
の
菜

種
生
産
区
域
は
4
倍
に
も
拡
大
し
た
。
菜

種
の
栽
培
と
加
工
に
よ
り
、
汚
染
地
域
で

も
放
射
性
核
種
を
含
ま
な
い
食
用
油
が
作

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
I
A
E
A
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
科
学
的
な
発
展
、
技
術

的
な
判
断
、
地
元
の
リ
ソ
ー
ス
の
最
大
活

用
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
国
際
機
関
の
協
力
体

制
と
い
う
側
面
で
成
功
を
収
め
て
い
る
」

い
ず
れ
に
せ
よ
、
重
要
な
点
は
「
収
益

性
の
高
い
農
業
生
産
と
放
射
線
量
低
減
を

同
時
に
実
現
す
べ
き
だ
」
と
強
調
す
る
。

「
石
灰
散
布
、
堆
肥
投
入
、
Ｎ
Ｐ
Ｋ
施
肥

に
よ
る
土
壌
の
肥
沃
度
向
上
は
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
以
来
長
期
に
わ
た
っ

て
基
本
改
善
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き

た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
の
新
技
術
を
個
人

の
小
農
地
に
導
入
す
る
こ
と
は
社
会
的
に

大
き
な
意
味
を
持
つ
」

締
め
く
く
り
に
、
こ
う
述
べ
て
あ
る
。

「
汚
染
地
域
に
お
い
て
生
活
の
質
は
向
上

す
る
」

高
濃
度
汚
染
と
長
年
、
戦
っ
て
き
た
ベ

ラ
ル
ー
シ
で
の
実
績
に
基
づ
い
た
言
葉
だ

か
ら
こ
そ
、
重
み
が
あ
る
。

＂被曝農業時代＂を

油
加
工
で
放
射
性
物
質
を

最
大
６
０
０
分
の
１
に
低
減

石灰散布

肥料施肥

6tの石灰散布と肥料施肥

品種選択

菜種油加工（原油）

14%

42%

45%

2.5分の1

250分の1

42%

27%

59%

3分の1

600分の1

■表2　菜種生産方法の有効性

菜種製品による放射能低減効果
対策方法

セシウム137 ストロンチウム90

（窒素90 リン90 カリウム180）

（窒素90 リン90 カリウム180）


